
台
湾
は
、
経
済
開
発
の
成
功
例
と
し
て
、
め
ざ

ま
し
い
経
済
成
長
と
良
好
な
所
得
分
配
を
達
成
し

た
が
、
一
方
で
産
業
公
害
を
は
じ
め
と
す
る
様
々

な
環
境
問
題
を
発
生
さ
せ
た
。
経
済
開
発
と
環
境

問
題
の
発
生
、
環
境
政
策
の
形
成
過
程
を
追
い
、

民
主
化
・
分
権
化
と
の
関
わ
り
を
考
察
す
る
。

●
経
済
発
展
と
環
境
問
題

台
湾
は
一
九
六
○
年
代
か
ら
七
○
年
代
を
通
じ

て
実
質
一
○
％
を
超
え
る
経
済
成
長
率
を
達
成
し
、

急
速
な
産
業
化
を
実
現
さ
せ
、
経
済
発
展
の
成
功

例
と
さ
れ
て
い
る
。
小
国
で
あ
り
、
国
内
需
要
に

制
約
が
あ
る
台
湾
で
は
、
早
い
段
階
で
、
国
際
貿

易
と
先
進
国
か
ら
の
直
接
投
資
を
活
用
し
た
政
策

を
と
っ
て
い
た
。
比
較
優
位
が
あ
っ
た
労
働
集
約

的
な
財
を
生
産
す
る
輸
出
志
向
の
中
小
企
業
が
多

数
、
農
村
部
に
立
地
し
た
。
農
村
部
の
工
業
化
は

所
得
分
配
の
悪
化
を
防
い
だ
。
し
か
し
急
速
な
産

業
化
の
結
果
、
環
境
に
対
す
る
様
々
な
負
荷
を
急

激
に
拡
大
さ
せ
た
。
農
村
工
業
の
拡
大
は
所
得
分

配
の
悪
化
を
防
い
だ
が
、
一
方
で
産
業
公
害
を
広

く
農
村
部
に
ま
で
拡
大
し
た
。
環
境
行
政
の
整
備

と
執
行
は
、
環
境
へ
の
負
荷
の
急
速
な
拡
大
に
比

し
て
大
幅
に
遅
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
対
策
の
遅
れ

は
、
台
湾
に
先
ん
じ
て
高
度
経
済
成
長
を
実
現
し

た
日
本
で
も
見
ら
れ
た
が
、
台
湾
で
も
繰
り
返
さ

れ
、
台
湾
の
後
に
続
い
て
経
済
成
長
を
実
現
し
つ

つ
あ
る
多
く
の
発
展
途
上
国
で
も
繰
り
返
さ
れ
て

い
る
。

台
湾
で
は
、
日
本
に
よ
る
植
民
地
支
配
の
終
了

後
、
大
陸
の
共
産
党
政
権
と
の
分
裂
国
家
の
片
割

れ
で
あ
り
、
経
済
開
発
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
政
治
的
自
由
の
抑
圧
を
正
当
化
し
た
国
民
党
政

権
が
長
年
に
わ
た
っ
て
政
権
の
座
に
あ
っ
た
。
国

民
党
政
権
が
経
済
成
長
の
副
産
物
で
あ
る
様
々
な

社
会
問
題
に
対
す
る
市
民
の
不
満
を
強
権
的
に
抑

え
込
ん
で
い
た
た
め
、
問
題
の
顕
在
化
が
遅
れ
、

問
題
の
深
刻
さ
に
対
す
る
政
府
の
認
識
が
遅
れ
、

政
策
対
応
の
遅
れ
を
招
き
、
事
態
を
い
っ
そ
う
深

刻
に
さ
せ
て
い
る
。

●
環
境
行
政
の
進
展

台
湾
の
環
境
行
政
組
織
は
、
一
九
七
一
年
に
行

政
院
（
中
央
政
府
）
内
の
内
政
部
衛
生
局
が
独
立

し
て
行
政
院
衛
生
署
が
設
立
さ
れ
、
そ
の
中
に
環

境
衛
生
處
が
設
立
さ
れ
た
時
点
ま
で
さ
か
の
ぼ
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
以
前
に
は
、
環
境
行
政
の

前
史
と
も
い
え
る
公
衆
衛
生
・
環
境
衛
生
行
政
に

つ
い
て
も
中
央
政
府
内
に
独
立
し
た
部
署
を
持
っ

て
い
な
か
っ
た
。
行
政
院
衛
生
署
の
設
立
以
後
、

一
九
七
四
年
の
「
水
汚
染
防
治
法
」、「
廃
棄
物
整

理
法
」、
一
九
七
五
年
の
「
空
気
汚
染
防
治
法
」

空
気
汚
染
防
治
法
」

汚
染
防
治
法
」

な
ど
の
規
制
法
が
公
布
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

い
ず
れ
も
執
行
細
則
や
汚
染
排
出
基
準
値
な
ど
が

十
分
に
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
実
効
性
の
あ
る
管

理
が
行
わ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、

環
境
政
策
に
関
す
る
権
限
は
、
多
数
の
既
存
の
官

庁
に
ま
た
が
っ
て
分
散
し
、
行
政
院
衛
生
署
環
境

衛
生
處
の
権
限
は
限
ら
れ
て
い
た
。

地
方
政
府
で
は
、
同
時
期
ま
で
に
台
湾
省
政
府

に
衛
生
處
が
す
で
に
設
置
さ
れ
て
い
た
。
台
湾
省

政
府
の
下
に
あ
っ
た
各
県
・
市
政
府
に
は
、
一
九

六
二
年
の
改
組
で
衛
生
局
内
に
環
境
衛
生
業
務
を

担
当
す
る
課
が
設
置
さ
れ
た
。
台
北
市
政
府
に
は

一
九
六
八
年
に
環
境
衛
生
局
が
設
置
さ
れ
た
。

多
く
の
発
展
途
上
国
で
、
一
九
七
○
年
代
初
め

に
環
境
法
の
整
備
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

一
九
七
二
年
に
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
行
わ
れ
た
国

連
人
間
環
境
会
議
に
参
加
す
る
た
め
の
準
備
と
、

会
議
を
受
け
て
環
境
問
題
に
対
す
る
関
心
が
国
際

的
に
高
ま
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
台

湾
も
こ
の
時
期
の
法
整
備
は
同
様
の
影
響
を
受
け

台
湾
の
環
境
政
策
─
民
主
化
以
後
の
展
開
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て
の
こ
と
と
見
ら
れ
る
。

一
九
八
二
年
に
行
政
院
衛
生
署
内
で
環
境
保
護

處
（
環
境
衛
生
處
を
改
組
）
が
環
境
保
護
局
に
昇

格
し
、
そ
れ
ま
で
経
済
部
水
資
源
統
一
規
画
委
員

会
が
主
に
担
当
し
て
い
た
水
質
汚
濁
対
策
と
、
環

境
保
護
處
が
担
当
し
て
い
た
大
気
汚
染
対
策
を
引

き
継
い
で
よ
う
や
く
一
本
化
し
た
。
同
じ
時
期
に
、

台
湾
省
政
府
内
で
も
、
分
散
し
て
い
た
各
種
の
公

害
対
策
部
門
を
一
本
化
し
て
台
湾
省
政
府
環
境
保

護
局
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
各
規
制
法
の
実
施
細

則
も
整
備
さ
れ
、
実
質
的
な
公
害
規
制
、
環
境
政

策
が
こ
の
時
期
に
始
ま
っ
て
い
る
。

一
九
八
七
年
八
月
、
行
政
院
環
境
保
護
署
が
設

置
さ
れ
、
中
央
政
府
に
独
立
し
た
組
織
と
し
て
環

境
行
政
部
門
が
成
立
し
た
。
こ
の
時
期
に
は
、
一

九
八
○
年
代
初
め
か
ら
段
階
的
に
進
ん
だ
政
治
的

自
由
化
・
民
主
化
に
と
も
な
っ
て
、
以
前
か
ら
続

い
て
い
た
深
刻
な
環
境
汚
染
が
台
湾
各
地
で
顕
在

化
し
て
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
そ

れ
ま
で
は
抑
圧
さ
れ
て
い
た
被
害
者
に
よ
る
公
害

紛
争
、
新
た
な
開
発
計
画
に
対
す
る
住
民
に
よ
る

抗
議
運
動
が
頻
発
し
て
い
た
。
行
政
院
環
境
保
護

署
設
置
の
動
き
は
、
社
会
の
不
安
定
要
因
に
さ
え

な
り
か
ね
な
か
っ
た
環
境
紛
争
の
頻
発
を
受
け
た

政
府
の
対
応
策
の
一
つ
と
い
う
意
味
も
あ
っ
た
。

環
境
保
護
署
設
置
に
よ
り
、
分
散
し
て
い
た
環

境
行
政
の
権
限
が
環
境
保
護
署
に
集
め
ら
れ
た
が
、

依
然
と
し
て
中
央
政
府
レ
ベ
ル
で
の
権
限
の
一
元

化
は
実
現
し
て
い
な
い
。
環
境
保
護
署
以
外
で
重

要
な
部
門
と
し
て
は
、
産
業
部
門
の
指
導
に
関
し

て
は
経
済
部
工
業
局
が
、
自
然
資
源
管
理
・
動
植

物
保
護
・
国
立
公
園
な
ど
で
行
政
院
農
業
委
員
会

が
、
特
に
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
二
○
○

○
年
の
国
民
党
か
ら
民
進
党
へ
の
政
権
交
代
に
前

後
し
て
、
中
央
政
府
の
環
境
行
政
を
集
約
し
て
環

境
資
源
部
を
設
置
す
る
行
政
改
革
が
検
討
さ
れ
て

い
る
が
、
ま
だ
実
現
し
て
い
な
い
。

一
九
八
七
年
の
環
境
保
護
署
設
置
以
降
、
す
で

に
公
布
さ
れ
た
大
気
、
水
、
廃
棄
物
な
ど
の
個
別

媒
体
を
規
制
す
る
規
制
法
と
そ
の
実
施
細
則
が
次

々
と
改
定
さ
れ
、
規
制
の
強
化
が
試
み
ら
れ
た
。

ま
た
既
存
の
規
制
法
の
他
に
も
、
一
九
九
二
年
に

「
公
害
糾
紛
処
理
法
」（
紛
争
処
理
法
）、
一
九
九

四
年
に
「
環
境
影
響
評
価
法
」
が
公
布
さ
れ
、
個

別
の
汚
染
媒
体
を
対
象
と
す
る
規
制
法
以
外
の
分

野
で
も
立
法
が
進
ん
で
い
る
。
環
境
政
策
の
全
体

の
方
向
性
を
示
す
「
環
境
基
本
法
」
に
つ
い
て
は
、

一
九
八
七
年
の
環
境
保
護
署
設
立
以
後
、
議
論
さ

れ
て
い
た
が
、
立
法
化
に
い
た
ら
な
か
っ
た
。
そ

の
後
、
二
○
○
○
年
の
政
権
交
代
以
降
に
再
び
制

定
が
試
み
ら
れ
、
二
○
○
二
年
一
二
月
に
「
環
境

基
本
法
」
が
公
布
さ
れ
て
い
る
。
環
境
基
本
法
の

大
き
な
特
徴
と
し
て
、
第
三
四
条
に
「
公
民
訴

訟
」
が
規
定
さ
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
こ

の
条
項
は
、
一
市
民
あ
る
い
は
団
体
が
公
共
の
利

益
を
代
表
し
て
、
行
政
機
関
に
対
し
て
訴
訟
を
起

こ
す
こ
と
を
可
能
に
す
る
。
環
境
基
本
法
の
成
立

以
前
に
、
こ
の
条
項
は
大
気
、
水
質
、
廃
棄
物
の

各
規
制
法
の
改
正
で
す
で
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
。

環
境
問
題
に
関
す
る
公
民
訴
訟
は
、
行
政
情
報
の

公
開
と
政
策
過
程
へ
の
市
民
参
加
を
大
き
く
進
め

る
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
公
民
訴
訟
は
、
そ
の

手
続
き
を
支
え
る
行
政
訴
訟
制
度
の
改
革
が
遅
れ

た
た
め
、
ま
だ
あ
ま
り
活
用
さ
れ
て
い
な
い
。

●
環
境
政
策
の
実
効
性

中
央
政
府
で
の
環
境
行
政
組
織
と
環
境
法
の
整

備
は
以
上
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
産

業
公
害
対
策
を
は
じ
め
と
す
る
環
境
行
政
を
実
際

に
執
行
す
る
の
は
、
県
・
市
レ
ベ
ル
の
地
方
政
府

で
あ
る
。
一
九
九
七
年
ま
で
は
台
湾
省
政
府
も
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
が
、
行
政
改
革
に
よ

っ
て
そ
の
機
能
は
実
質
的
に
解
体
さ
れ
た
。
一
九

九
七
年
ま
で
は
、
台
湾
地
区
か
ら
台
北
市
と
高
雄

市
を
除
い
た
範
囲
を
カ
バ
ー
す
る
、
中
央
政
府
と

ほ
と
ん
ど
重
な
る
台
湾
省
政
府
が
存
在
し
、
農
業

政
策
、
公
共
建
設
な
ど
重
要
な
行
政
部
門
を
中
央

政
府
に
代
わ
っ
て
担
当
し
て
い
た
。
台
湾
省
政
府

の
下
の
県
・
市
政
府
の
権
限
と
財
源
は
限
ら
れ
た

も
の
だ
っ
た
。
環
境
保
護
署
が
設
置
さ
れ
て
環
境

行
政
が
本
格
的
に
始
ま
っ
た
直
後
の
一
九
八
○
年

代
末
に
は
、
多
く
の
県
・
市
政
府
で
は
十
分
な
人

員
も
予
算
も
確
保
で
き
て
い
な
か
っ
た
。
産
業
公

害
規
制
に
つ
い
て
見
る
と
、
台
北
市
や
高
雄
市
の

よ
う
な
大
都
市
を
除
く
と
、
汚
染
排
出
の
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
、
排
出
源
へ
の
立
ち
入
り
検
査
、
技
術
指

導
な
ど
を
行
う
た
め
に
必
要
な
技
術
者
は
数
人
程

度
で
地
方
政
府
独
自
の
規
制
策
を
作
成
す
る
た
め

に
必
要
な
行
政
人
員
が
一
人
も
い
な
い
県
・
市
政

府
の
環
境
保
護
局
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
九
州
と

ほ
ぼ
同
じ
面
積
に
、
行
政
院
直
轄
市
の
台
北
市
と

高
雄
市
を
含
め
る
と
二
三
の
県
・
市
が
あ
り
、
日

本
の
都
道
府
県
よ
り
は
狭
い
地
方
政
府
で
は
あ
る
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が
、
人
員
数
を
見
る
だ
け
で
、
多
く
の
地
方
政
府

が
十
分
な
環
境
行
政
を
行
う
こ
と
が
、
当
時
は
不

可
能
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
後
、
一
九
九

七
年
に
台
湾
省
政
府
が
実
質
的
に
廃
止
さ
れ
る
ま

で
に
人
員
数
は
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。
台
湾
省

政
府
の
下
の
二
一
の
県
・
市
政
府
全
体
で
環
境
保

護
局
の
清
掃
職
員
を
除
く
人
員
数
は
、
一
九
八
八

年
の
三
九
二
人
か
ら
一
九
九
七
年
に
は
一
八
四
二

人
へ
と
約
四
・
七
倍
に
増
加
し
て
い
る
。
技
術
者

だ
け
に
限
っ
て
見
て
も
、
二
一
七
人
か
ら
九
四
五

人
へ
と
約
四
・
三
倍
に
増
加
し
て
い
る
。

産
業
公
害
規
制
に
つ
い
て
、
環
境
行
政
組
織
と

制
度
の
発
達
に
よ
っ
て
、
執
行
が
ど
の
程
度
有
効

に
行
わ
れ
て
い
た
か
を
示
す
。
表
１
は
、
大
気
汚

染
、
水
質
汚
濁
、
廃
棄
物
に
よ
る
汚
染
の
そ
れ
ぞ

れ
に
つ
い
て
、
県
・
市
レ
ベ
ル
の
地
方
政
府
（
台

北
市
と
高
雄
市
を
含
む
）
が
各
年
に
行
っ
た
汚
染

源
へ
の
立
ち
入
り
検
査
の
回
数
、
そ
の
う
ち
何
ら

か
の
違
反
が
見
つ
か
っ
て
科
料
支
払
い
に
い
た
っ

た
割
合
（
％
）、
科
料
支
払
い
一
回
あ
た
り
の
平

均
支
払
額
（
Ｎ
Ｔ
＄
）
を
、
一
九
八
八
年
か
ら
二

○
○
○
年
に
つ
い
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
大
気

汚
染
に
つ
い
て
は
自
動
車
な
ど
の
移
動
排
出
源
は

含
ま
ず
、
工
場
と
建
設
現
場
な
ど
の
固
定
排
出
源

の
み
が
対
象
で
あ
り
、
水
質
汚
濁
に
つ
い
て
は
工

場
と
養
豚
場
な
ど
が
主
な
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

一
九
八
八
年
に
つ
い
て
見
る
と
、
科
料
徴
収
比
率

は
高
く
、
特
に
水
質
汚
濁
で
五
○
％
以
上
、
廃
棄

物
に
よ
る
汚
染
で
七
四
％
に
達
し
、
規
制
は
遵
守

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
規
制
法
は

す
で
に
一
九
七
○
年
代
半
ば
か
ら
存
在
し
て
い
た

が
、
こ
の
時
点
で
は
ま
だ
実
効
性
が
低
か
っ
た
。

地
方
政
府
の
環
境
保
護
局
の
人
員
と
組
織
が
整

備
さ
れ
て
ゆ
く
に
つ
れ
て
、
汚
染
源
へ
の
検
査
回

数
も
増
加
し
て
い
く
。
特
に
一
九
九
○
年
に
水
質

汚
濁
、
大
気
汚
染
に
つ
い
て
の
検
査
回
数
が
急
増

し
て
い
る
。
検
査
の
頻
度
が
低
け
れ
ば
、
汚
染
源

は
規
制
に
違
反
し
て
い
て
も
摘
発
さ
れ
る
確
率
は

低
く
、
規
制
に
従
わ
な
い
誘
引
が
高
ま
る
。
科
料

徴
収
率
は
、
水
質
汚
濁
で
は
一
九
九
一
年
か
ら
九

三
年
に
か
け
て
、
大
気
汚
染
で
は
一
九
九
二
年
か

ら
九
三
年
に
か
け
て
、
急
激
に
低
下
し
て
い
る
。

こ
の
変
化
の
背
景
に
は
、
検
査
数
の
増
加
だ
け

で
は
な
く
、
違
反
に
対
す
る
科
料
の
大
幅
な
引
き

上
げ
が
あ
っ
た
。
一
九
九
一
年
に
行
わ
れ
た
水
汚

染
防
治
法
の
改
正
に
よ
り
、
工
場
排
水
の
排
出
基

準
の
違
反
に
対
す
る
科
料
の
最
高
額
（
上
限
）
が
、

そ
れ
ま
で
の
六
万
Ｎ
Ｔ
＄
か
ら
一
気
に
一
○
倍
の

六
○
万
Ｎ
Ｔ
＄
に
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
大
気

汚
染
の
規
制
に
つ
い
て
も
、
同
じ
時
期
に
同
様
の

改
正
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
上
限
の
引
き
上
げ

を
反
映
し
て
、
科
料
一
回
あ
た
り
の
支
払
額
が
水

質
汚
濁
で
は
一
九
九
○
年
の
約
七
○
○
○
Ｎ
Ｔ
＄

か
ら
一
九
九
三
年
ま
で
に
五
万
Ｎ
Ｔ
＄
以
上
に
増

加
し
て
い
る
。
大
気
汚
染
に
つ
い
て
も
、
一
回
あ

た
り
の
科
料
支
払
額
は
一
九
九
一
年
の
一
万
九
○

○
○
Ｎ
Ｔ
＄
か
ら
一
九
九
二
年
に
は
四
万
二
○
○

○
Ｎ
Ｔ
＄
、
一
九
九
五
年
に
は
八
万
四
○
○
○
Ｎ

Ｔ
＄
ま
で
上
昇
し
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
地

方
政
府
の
環
境
保
護
局
の
行
政
能
力
が
高
ま
っ
て

立
ち
入
り
検
査
の
回
数
が
増
加
し
て
違
反
が
摘
発

さ
れ
る
確
率
が
高
ま
っ
た
こ
と
と
、
科
料
の
上
限

が
大
幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
で
実
際
に
摘
発

さ
れ
た
場
合
の
コ
ス
ト
が
増
大
し
た
こ
と
に
よ
り
、

こ
の
時
期
に
汚
染
排
出
規
制
が
遵
守
さ
れ
、
規
制

執
行
の
実
効
性
が
高
ま
っ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。

二
○
○
○
年
以
降
に
つ
い
て
は
検
査
回
数
、
科
料

支
払
い
に
大
き
な
変
化
は
な
く
、
規
制
の
執
行
は

安
定
し
て
き
て
い
る
。

●
政
策
の
効
果
と
し
て
の
環
境
改
善

一
九
八
○
年
代
後
半
か
ら
の
環
境
行
政
、
法
制

度
の
整
備
の
成
果
と
し
て
、
大
気
汚
染
の
状
況
に

は
一
定
の
改
善
が
見
ら
れ
る
が
、
水
質
に
つ
い
て

は
目
立
っ
た
改
善
が
見
ら
れ
ず
何
と
か
悪
化
を
食

い
止
め
て
い
る
と
い
う
状
況
が
続
い
て
い
た
が
、

近
年
よ
う
や
く
改
善
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

台
湾
で
は
大
気
汚
染
の
全
般
的
な
状
況
は
、
Ｐ

Ｓ
Ｉ
と
呼
ば
れ
る
指
標
に
よ
っ
て
あ
ら
わ
さ
れ
て

い
る
。
硫
黄
酸
化
物
、
窒
素
酸
化
物
、
大
気
中
微

小
粒
子
（
Ｐ
M10

）、
炭
化
水
素
、
オ
ゾ
ン
な
ど
の

汚
染
物
質
の
濃
度
を
そ
れ
ぞ
れ
指
標
化
し
て
、
そ

の
場
所
・
時
点
で
最
も
悪
い
値
を
あ
ら
わ
し
た
汚

染
物
質
の
数
値
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
あ
る
時

点
の
測
定
結
果
か
ら
計
算
さ
れ
た
数
値
が
一
○
○

以
下
の
場
合
は
「
良
好
」、
一
○
○
を
超
え
る
と

段
階
的
に
「
不
良
」、「
非
常
に
悪
い
」、「
有
害
」

な
ど
に
分
類
さ
れ
る
。
図
１
は
数
値
が
一
○
○
を

超
え
た
測
定
回
数
が
全
測
定
回
数
に
占
め
る
割
合

を
パ
ー
セ
ン
ト
で
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
Ｐ
Ｓ
Ｉ

指
標
を
見
る
限
り
、
大
気
汚
染
の
状
況
は
全
般
的

に
改
善
し
て
い
る
と
い
え
る
。
Ｐ
Ｓ
Ｉ
指
標
が
一

○
○
を
超
え
て
い
る
場
合
に
そ
の
原
因
と
な
っ
た

汚染源区分����� 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000

大気汚染
（��汚染源���汚染源��

汚染源検査回数
科料徴収比率（％�
平均科料支払い額（NT$�

20,207
14.65

14,755

26,227
18.26

15,591

43,587
13.11

14,903

41,396
13.96

18,965

46,016
10.63

42,111

51,836
6.90

51,729

42,040
7.35

69,680

40,268
6.50

83,636

58,492
3.74

76,219

61,247
3.88

99,888

65,605
4.61

60,942

61,552
4.42

80,697

67,460
5.07

66,331

水質汚濁 汚染源検査回数
科料徴収比率（％�
平均科料支払い額（NT$�

12,541
50.39

13,409

24,443
48.76
8,093

44,161
31.25
7,025

43,861
27.17

18,139

42,678
25.75

23,992

32,838
15.53

50,358

29,332
15.52

51,054

27,470
19.01

47,265

27,686
19.22

48,537

28,807
18.90

52,024

39,319
17.09

42,138

42,149
11.12

49,618

44,383
8.90

61,549

廃棄物汚染 汚染源検査回数
科料徴収比率（％�
平均科料支払い額（NT$�

96,714
73.98

756

128,750
85.31

673

133,190
59.71

915

121,823
60.11
1,613

115,623
55.88
2,271

128,856
54.82
2,084

157,003
53.33
1,728

208,777
52.63
1,462

202,167
47.70
1,230

182,631
44.40
1,633

170,134
31.89
2,509

198,860
30.03
2,434

194,110
27.76
2,531

表 1　地方政府による汚染源検査と科料徴収（1988 年～ 2000 年）
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汚
染
物
質
は
、
大
気
中
微
小
粒
子
が
以
前
は
大
き

な
割
合
を
占
め
て
い
た
が
、
一
九
九
七
年
以
降
は

そ
の
割
合
が
低
下
し
、
代
わ
り
に
オ
ゾ
ン
の
割
合

が
上
昇
し
て
い
る
。
こ
れ
は
汚
染
排
出
源
が
、
都

市
部
な
ど
で
は
、
固
定
排
出
源
か
ら
自
動
車
・
自

動
二
輪
車
な
ど
の
移
動
排
出
源
に
シ
フ
ト
し
て
い

る
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

水
質
に
つ
い
て
は
、
主
要
な
河
川
の
汚
染
状
況

で
見
る
と
、
大
き
な
改
善
は
見
ら
れ
な
い
。
図
2

は
台
湾
地
区
の
主
要
河
川
の
測
定
地
点
で
Ｂ
Ｏ

で
Ｂ
Ｏ
Ｂ
Ｏ

D5
、
溶
存
酸
素
、
浮
遊
物
質
、
ア
ン
モ
ニ
ア
そ

れ
ぞ
れ
の
測
定
結
果
を
点
数
化
し
、
そ
の
平
均
を

取
っ
て
算
出
し
た
数
値
を
元
に
、
流
域
の
汚
染
度

を
示
し
た
四
つ
に
区
分
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ

ぞ
れ
の
汚
染
度
の
区
分
が
占
め
る
距
離
を
、
流
域

の
総
延
長
距
離
に
対
す
る
割
合
（
％
）
で
示
し
た

も
の
で
あ
る
。
こ
の
区
分
で
見
る
限
り
、
河
川
の

水
質
の
状
況
は
、
特
に
一
九
九
○
年
代
半
ば
か
ら
、

ゆ
る
や
か
な
悪
化
の
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
全
般
的

に
改
善
の
傾
向
が
見
ら
れ
ず
、
大
幅
な
悪
化
に
歯

止
め
を
か
け
て
い
る
だ
け
の
状
況
だ
っ
た
が
、
二

○
○
四
年
以
降
は
「
厳
重
汚
染
」
の
割
合
が
大
幅

に
低
下
し
、
よ
う
や
く
改
善
に
転
じ
て
い
る
。

●
民
主
化
、
分
権
化
と
環
境
政
策

産
業
化
を
促
進
す
る
後
発
国
の
政
府
は
、
産
業

化
に
伴
っ
て
発
生
す
る
産
業
公
害
を
は
じ
め
と
す

る
様
々
な
環
境
問
題
の
深
刻
さ
を
認
識
す
る
こ
と

が
遅
れ
、
対
策
も
後
手
に
ま
わ
り
や
す
い
。
政
治

へ
の
参
加
と
言
論
の
自
由
が
制
限
さ
れ
つ
づ
け
、

民
主
化
が
一
九
八
○
年
代
に
よ
う
や
く
本
格
的
に

始
ま
っ
た
台
湾
で
も
、
先
進
国
の
教
訓
が
十
分
に

活
か
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
政
府
の
対
応
が
遅
れ

た
う
え
に
、
不
満
を
公
然
と
表
明
す
る
こ
と
は
難

し
か
っ
た
。
一
九
八
○
年
代
の
後
半
か
ら
九
○
年

代
初
め
に
か
け
て
様
々
な
公
害
紛
争
が
発
生
し
、

ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
汚
染
の
被
害
者
や
潜
在
的
被

害
者
に
よ
る
「
自
力
救
済
」
と
呼
ば
れ
る
直
接
行

動
に
よ
る
激
し
い
公
害
・
環
境
紛
争
が
頻
発
し
た
。

地
方
政
府
は
財
源
が
乏
し
く
、
専
門
的
知
識
を
備

え
た
人
材
も
不
足
し
て
い
た
。
環
境
汚
染
が
深
刻

に
な
り
、
地
域
住
民
の
不
満
が
限
度
を
超
え
る
事

態
に
な
っ
て
も
、
地
方
政
府
は
適
切
な
規
制
を
打

ち
出
し
て
住
民
と
企
業
の
間
に
立
っ
て
調
整
す
る

な
ど
の
役
割
を
十
分
に
果
た
す
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。
激
し
い
公
害
紛
争
は
一
九
八
○
年
代
末
の

ピ
ー
ク
を
越
え
て
か
ら
は
減
少
し
た
。
そ
れ
は
環

境
行
政
制
度
が
整
備
さ
れ
て
取
締
ま
り
が
あ
る
程

度
の
実
効
性
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
目
に
見
え
る

形
で
汚
染
が
放
置
さ
れ
る
よ
う
な
事
態
は
少
な
く

な
っ
た
こ
と
と
同
時
に
、
民
主
化
が
進
ん
で
社
会

の
様
々
な
チ
ャ
ネ
ル
が
利
用
さ
れ
て
紛
争
が
未
然

に
防
が
れ
る
機
会
が
増
え
た
こ
と
を
反
映
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。

民
主
化
・
分
権
化
が
も
た
ら
し
た
大
き
な
社
会

変
動
は
、
台
湾
に
お
い
て
も
環
境
行
政
組
織
の
発

達
と
環
境
政
策
の
進
展
を
後
押
し
す
る
重
要
な
圧

力
の
一
つ
と
な
っ
た
。
台
湾
に
お
い
て
も
、
比
較

的
開
発
が
遅
れ
た
地
域
で
あ
る
雲
林
県
で
は
、
民

主
化
・
分
権
化
に
と
も
な
っ
て
、
以
前
は
中
央
の

国
民
党
に
よ
っ
て
統
御
さ
れ
て
い
た
地
方
の
政
治

派
閥
の
動
き
を
抑
え
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
、
自

ら
の
利
権
を
追
求
す
る
大
規
模
開
発
や
一
国
全
体

で
見
れ
ば
不
要
な
廃
棄
物
焼
却
場
建
設
を
推
進
し
、

地
方
に
お
け
る
環
境
政
策
の
適
切
な
発
展
を
妨
げ

る
要
因
に
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
分
権
化
に
よ
っ

て
環
境
政
策
を
め
ぐ
る
利
害
関
係
が
顕
在
化
し
て
、

政
策
の
進
展
を
妨
げ
る
例
は
他
に
も
見
ら
れ
る
。

し
か
し
長
期
的
に
は
、
民
主
化
・
分
権
化
は
環
境

政
策
に
そ
の
よ
う
な
混
乱
を
ま
ね
く
よ
り
も
、
そ

の
進
展
を
後
押
し
す
る
効
果
が
あ
り
、
台
湾
に
お

い
て
も
環
境
政
策
は
全
体
と
し
て
み
る
と
進
展
し
、

そ
の
効
果
を
上
げ
つ
つ
あ
る
。
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図 1　PSI 指標による大気汚染概況
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図 2　重要河川の汚染状況
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